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文献リスト

本文献リストは当センターを利用した研究で，2002年 4月から 2003年 3月までの間に学術誌に発表さ

れた論文と，各大学において受理された卒業論文，修士論文，博士論文のリストである．
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李　勝功・下田星児・李　吉宰・及川武久 (2002):
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クスの相互関係の微気象 . 生態学的解析　基

盤研究（A）（1）平成 14年度成果報告書 , 5-7.

Kurosaki,Y. and Kimura, F. (2002): Relationship
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博士論文

Shin-ichi, Iida (2003): Change of water balance in

Japanese red pine forest under the successional

process. 206p. (筑波大学大学院地球科学研究科 )
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修士論文

小谷亜由美 (2003): 多様な土地利用形態が混在す
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（筑波大学大学院環境科学研究科）

Miyuki, Mori (2003): Estimation of mean residence
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卒業論文
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た収穫後の水田における顕熱フラックスの測

定 . 35p. （筑波大学第一学群自然学類）

関　智弥 (2003): 霞ヶ浦におけるヨシ原の分布と

低地の成り立ち . 69p. （筑波大学第一学群自然

学類）

富田幸子 (2003): 航空機によるシベリアタイガ林
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（筑波大学第一学群自然学類）

中谷　壮 (2003): 筑波大学川上演習林における天

然ミズナラ林の蒸散特性について . 54p. （筑波

大学第一学群自然学類）
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藤田美歩 (2003): 草原における顕熱・潜熱・CO2フ

ラックスの季節変化と植生との関わり . 54p.

（筑波大学第一学群自然学類）
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現―. 66p. （筑波大学第一学群自然学類）


